
令 和 ７ 年 ２ 月 ４ 日 

京都市文化市民局  

担当：文化芸術都市推進室 

文化芸術企画課 

TEL： 075-222-3119 

 

芸術家の移住・居住等推進モデル事業 

京都市への移住・居住に興味のある文化芸術関係者のための交流会 

「よりあい KYOTO」（＠東京）の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市では、少子化・人口減少問題への対応が最重要課題となっている中、京都の強み

である文化芸術の魅力を発信し、芸術家の京都市への定住・移住を促す「芸術家の移住・

居住等推進モデル事業」等を進めています。 

この度、東京都中央区にて、京都市への移住・居住に興味のある文化芸術関係者のため

の交流会「よりあい KYOTO」を開催し、京都市に移住した文化芸術関係者によるトーク

や、イベント参加者の方と一緒に京都市への移住者を増やすための糸口・解決方法を見つ

けるワークショップ等を行います。京都市文化芸術総合相談窓口（KACCO）の移住・居住

専任相談員による相談も受け付けます。 

 

１ 日時 

令和 7年 2月 22日（土）午後 5時～7時 30分（受付は午後 4時 30分～） 

 

２ 実施内容 

第１部 

午後 5時    挨拶 

午後 5時 05分 京都市の移住居住に関する取組の説明 （八木志菜） 

午後 5時 20分 ゲストトーク①（青木彬） 

午後 5時 30分 ゲストトーク②（アマンダ・ロー） 

午後 5時 40分 トークセッション「クリエイティブな移住者を増やす」 

登壇者：青木彬、アマンダ・ロー、八木志菜、西田祥子（進行） 

 

 

報道発表資料 



第２部 

午後 6時    フリートーク（軽食あり） 

午後 6時 10分  参加者同士の自己紹介 

午後 6時 25分  ワークショップ・交流会 

        イベント参加者の方と一緒に京都市への移住者を増やすため 

の糸口・解決方法を見つけるワークショップ、交流会 

午後 7時 25分  アイデア発表 

ワークショップ、交流会での意見を全体に共有 

 

３ 会場 

MIDORI.so BAKUROYOKOYAMA（東京都中央区日本橋横山町 5−13） 

 

 

 

 

 

 

 

４ 対象者 

  京都市への移住・居住に興味のある文化芸術関係者 

 

５ 申込方法 

以下のフォームから事前にお申し込みください。 

URL： 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScpsiHUlVdlj1XvDe51SiOgxTlqc66JUfJ

rDrzZZUFU4p7JDA/viewform 

申込期間：令和 7年 2月 4日（火）～（定員になり次第、受付終了） 

※ 残席に余裕がある場合、当日参加も可能ですが、枠には限りがありますので御了承

ください。 

   

６ 参加費 

2,000円（第２部の軽食代含む）※お支払い方法は申込者に別途御連絡します。 

 

７ 定員 

  20名（先着順） 

 

８ 主催等 

主催：京都市、京都市文化芸術総合相談窓口（KACCO）  

コーディネート：唐品知浩（合同会社パッチワークス、アイデア係長） 

        公益財団法人京都市芸術文化協会 

（アクセス） 

都営新宿線「馬喰横山駅」A1出口から徒歩 1分／ 

都営浅草線「東日本橋駅」B4出口から徒歩 1分／ 

JR総武線「馬喰町駅」3番出口から徒歩 2分

 

 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScpsiHUlVdlj1XvDe51SiOgxTlqc66JUfJrDrzZZUFU4p7JDA/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScpsiHUlVdlj1XvDe51SiOgxTlqc66JUfJrDrzZZUFU4p7JDA/viewform


９ 問合せ先 

○公益財団法人京都市芸術文化協会 （担当：西田） 

 TEL：075-213-1003 

 メール：info@kac.or.jp 

○京都市文化市民局 文化芸術都市推進室 文化芸術企画課 

 TEL：075-222-3119 

 メール：bunka@city.kyoto.lg.jp 

 

＜登壇者プロフィール＞ 

○青木彬（インディペンデントキュレーター） 

東京都出身。一般社団法人藝とディレクター。首都大学東京インダストリアルアート
コース卒業。アートを「よりよく生きるための術」と捉え、アーティストや企業、自治
体と協同して様々なアートプロジェクトを企画している。 

これまでの主な企画に、まちを学びの場に見立てる「ファンタジア!ファンタジア!─
生き方がかたちになったまち─」ディレクター(2018〜) などがある。主な著書に『幻肢
痛日記』（河出書房新社）。 
2024年京都に移住し、「Social Work / Art Conference（SW/AC）」にコーディネータ

ーとして参画。 
 

○アマンダ・ロー（中介藝術 intermediArt 主宰） 

台北市（台湾）出身。早稲田大学卒業。東京の Zen Foto Gallery を経て、2018年に独

立し、自身のクリエイティブブランド「中介藝術」を設立。写真、書籍、工芸、デザイ

ン、印刷など多岐にわたる分野で国内外のプロジェクトに取り組む。2022年から 2024年

は KYOTOGRAPHIE京都国際写真祭の展示制作統括を務める。現在は「Maana Homes」や「京

都 昌幸堂」のブランディングに携わりながら、「二手舎 京都」の店主としても活躍し、

暮らしの中に本とお茶が溶け込む空間を創造している。 

 

○八木志菜（アートコーディネーター、KACCO移住・居住専任相談員） 

京都生まれ、京都育ち。同志社女子大学表象文化学部英語英文学科卒業。コロナ元年

（2020年）に京都芸術センターのアートコーディネーターとして入職。2023年からフリ

ーとなり現職。主に舞台芸術分野の制作を行う。第 29回京都国際ダンスワークショップ

フェスティバル・共同プログラムディレクター。学生時代からまちづくりに関心があっ

たことも、現職に巡り会えた理由だと信じている。 

 

○西田祥子（京都芸術センター プログラムディレクター） 

佐賀県生まれ。京都大学文学部美学美術史学専攻卒業。直島、東京などで社会と芸術

を架橋するアートプロジェクトの企画運営に携わった後、2024年 4 月より現職。本業の

傍ら、複数のアートコレクティブに参画し、アートに関わる誰もが心豊かに暮らせる社

会を作ることを目指し活動している。京都芸術センターで手掛けた企画に「眼差しの手

入れ」（2024年）、「Video Journey to Vietnam」(2025年)など。芸術センターでは

KACCO担当のほかアーティスト・イン・レジデンス等の国際プログラムを担当。 


